










要約　心理面への対応は 229名中 225名(98%)で行われ、また薬剤は 136 名(59%)で用いら

れていた。症状を軽減・消失させた対応は 163 名(71%)でみられ、担任教諭、養護教諭、

母親、父親などが対応していた。実際に学校と医療機関の連携があったものは 65 名(28%)

であったが、144 名(63%)は連携が必要であったと考えられていた。他の医療機関を受診

していた 108 名のうち 27 名(25%)の診断は不適切であり、47 名(44%)は対応が不適切であ

った。心身症小児の対応を考える上では、担任教諭、養護教諭、専門医療施設の相互の連

携と援助が必要であり、また卒後教育の重要性が示唆された。


